
DBJの取り組みの特徴 

 

 女性経営者にフォーカスしたオープンなコンペティションの開催 

女性起業のムーブメントを創出  

 

 

 創業を後押しできる程度の事業奨励金の提供 

 

 

 資金のみならず事後支援（メンタリング）を実施 

•事業計画のブラッシュアップ、起業・経営ノウハウのサポート、ネット
ワーク・取引先紹介、研修参加 等 

•外部の経営者や有識者とタイアップ 

 資金とメンタリングの組み合わせによる成長事業の支援  
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DBJ女性起業大賞 最大 1,000万円 

DBJ女性起業優秀賞 最大  500万円 

http://www.dbj.jp/


DBJの取り組みの特徴 

 女性起業支援を目的としたセミナー、講演会の開催 

    女性起業家の事業を磨く機会のサポート  
 

【DBJ-WECセミナー】 
 DBJ-WECセミナー  
  8月   「受賞者レビュー」 
 DBJ-WEC・WWN共催セミナー 

11月～ 「女性起業家のためのビジネス実践講座～経営を学ぶｼﾘｰｽﾞ」 
 
【地域連携セミナー】 

 7/23 「経営支援セミナー」（DBJ・東北経産局） 
11/16  「九州女性起業フォーラム」（DBJ・九州経産局 他） 
11/25  「人材戦略講演会in広島」（DBJ・中国経産局・中国経済連合会・広島県 他） 
12/4     「女性起業家セミナー」（DBJ・四国経産局 他）  
 2/17    「女性起業家セミナーin Osaka」  （DBJ・近畿経産局 他）  
 

起業支援機関様、女性活躍支援機関様、地域振興機関様等との連携セミナー多数 
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第3回コンペティションの概要 
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第3回コンペティションの概要(1) 
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• 創業期にある女性経営者による事業 

• はじめて事業を営む人の他、いわゆる第二創業（業態転換や新規事業への進出）も対象 

• 審査基準 

 革新性：技術、サービス、ビジネスモデル等において新規性あるいは高い付加価値が期待できる 

 事業性：事業としての持続・発展性が期待できる 

 経営者 

 震災復興に資する事業は、震災復興の点を審査にて別途評価 

事業奨励金 

  DBJ女性起業大賞   最大1,000万円 1件 

  DBJ女性起業優秀賞  最大 500万円 1件 

事後支援 

受賞後1年間、事業計画のブラッシュアップ、起業・経営ノウハウのサポート、企業との 

   ビジネスマッチング等の事後支援を実施 

募集事業 

表 彰 

http://www.dbj.jp/
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第３回コンペティションの概要(2) 

橘・フクシマ・咲江      G&S Global Advisors Inc. 代表取締役社長（経済同友会 副代表幹事） 

秋山 咲恵     ㈱サキコーポレーション 代表取締役社長 

各務 茂夫    東京大学教授  産学連携本部イノベーション推進部長 

中村 紀子    ㈱ポピンズ 代表取締役CEO 

森本 美成    ㈱エグゼクティブ・パートナーズ 理事 （DBJキャピタル㈱ 投資決定委員） 

山川 龍雄    ㈱日経BP 日経ビジネス 編集長 

鍋山 徹     ㈶日本経済研究所 チーフエコノミスト 

審査委員 
（敬称略・五十音順） 

（委員長） 

第3回スケジュール 

応募期間                   ２０１３年１２月１６日（月）～２０１４年２月２８日（金）        

↓ 
１次審査（書類） 
↓ 
２次審査（面談） 
↓     
最終審査会 
↓  
受賞者発表・表彰式              ２０１４年６月下旬 

http://www.dbj.jp/


これまでのコンペティション実績 

10 



20代 

9% 

30代 

31% 

40代 

34% 

50代 

16% 

60代 

4% 

70代 

0% 

不明 

6% 

 コンペティション 応募状況(1) 

■地域別 
（第1回 643、第2回176、第3回308） 

地域 応募数 

北海道 38 

東北 62 

関東・甲信 668 

うち東京都 449 

北陸 18 

東海 58 

近畿 157 

中国 25 

四国 11 

九州 82 

海外 8 

総計 1,127 

■年齢別 

■他コンペへの応募経験 

平均 42歳 
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あり  

22% 

なし  

78% 

http://www.dbj.jp/


■業種別 
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（第1回） 

（第2回） 

教育、学習支

援業, 18% 

生活関連サー

ビス業、娯楽

業, 18% 

医療、福祉, 

13% 

学術研究、専

門・技術サー

ビス業, 9% 

情報通信業, 

8% 

繊維品, 6% 

職業紹介、 

派遣事業, 5% 

卸売、小売業, 

5% 

食料品, 4% 

農林水産業, 

4% 

宿泊業、飲食

サービス業, 

3% 

不動産業、 

物品賃貸業, 

3% 

金融業、保険

業, 1% 

電子・電機・

機械, 1% 

木材・木製

品・紙・ﾊﾟﾙﾌﾟ 

1% 皮革品, 1% 

出版印刷, 1% 
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 コンペティション 応募状況(2) 

生活関連

サービス業 
18% 教育業、学習支

援業 
13% 

卸売、小売業 
12% 

ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ 
10% 

医療、

福祉 
9% 

繊維品（含：服

飾・ﾌｧｯｼｮﾝ） 
6% 

情報通信業 
6% 

学術研究、専

門・技術サービ

ス業 
5% 

食料品 
5% 

観光レジャー

娯楽 
5% 

農林水産業 
4% 

職業紹介、派遣

事業 
2% 

宿泊業、飲食

サービス業 
2% 

電子・電機・機械 
1% 

建設業 
1% 

木材・木製

品・紙・パル

プ 
1% 

不動産業、物品

賃貸業 
1% 

出版印刷 
1% 

金融業、保険業 
0% 

（第3回） 

サービス・流通・ 

観光 
22% 

服飾・ファッショﾝ 

美容 11% 

農林・水産・食品・ 

園芸 10% 

コミュニティ 
8% 

教育 
7% 

ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ 
6% 

建設・土木・ 

不動産 3% 

環境・ｴﾈﾙｷﾞｰ 
3% 

玩具・生活用品・ 

OA機器  2% 

金融・保険業 
1% 

機械・精密機器 
1% 

出版 
 1% 

運輸・運送・ 

情報通信業 1% 

バイオ・医薬 0% 
航空・宇宙 0% 

新素材・電子・

半導体 0% 

福祉・医療・ 
ヘルスケア 

12% 

ICT・SNS・ 
ソフトウェア 

12% 

http://www.dbj.jp/


表彰式 

【第2回コンペティション】 

2013年6月24日 
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【第１回コンペティション】 

2012年6月19日 




